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        （イスタンブール）、ウィーン、ブタペスト紀行 

 

○ プロローグ 

 

 前回の旅行（北欧三都市紀行）の紀行文が、写真を多く撮り過ぎて、６月になって、

やっと完成して、皆に、メールで、ばら撒いた。さて、次は、６月１０日（水）からの、イ

スタンブール、ウィーン、ブタペストだが、飛行機のｅ－チケットの最新版を打ち出し

て見たら、当初の、成田発の時刻が、２２時３０分発が、いつの間にか、２１時２０分

発に早まっていた。エックスペディアからは、メールでの知らせか、何かあったのか

記憶が無いので、慌てて、ホテルも、確認したら、こちらは、当然、大丈夫だった。 

最近は、旅が慣れて来たので、こういう時こそ、注意が必要だろう。カミさんへは、

一週間前に、１０日から、また旅行ですと言ったら、相変わらず、不満そうで、“何処

にそんなにお金があるの！”との嫌味を言われたが、一応、大変苦労していますと、

答えておいた。６月１０日（水）からの、日程は、以下の通り。 

 

１． ２０１５年６月１０日（水）２１：２０分の成田ターミナル１発の TK５３便（ターキッシュエ

アラインズ）にて、イスタンブール空港に、６月１１日（木）３：３０分着、空港の地下

鉄が、動いたら、地下鉄で、Yeni Mａｈａｌｌｅ駅まで、徒歩にて、Ｋｕｋ Ｈｏｔｅｌへ。 

２． ６月１１日（木） Ｋｕｋホテルにて、一日ツアー有れば、申し込み、ツアー参加。（無

ければ、トラム使って、イスタンブール市内観光。） 

３． ６月１２日（金）イスタンブール空港１２：１０分発の TK1885 便にて、ウィーンへ。ウ

ィーン空港１３：２５分着。Ｕバーンで、ヒュッテルドルファー・シュトラッセ駅まで、乗

って、徒歩にて、Ｈｏｔｅｌ－Ｒｅｓｔａｕｒａｎｔ Ｆｒｉｔｚ Ｍａｔａｕｓｃｈｅｋへ。近辺散策。 

４． ６月１３日（土） Ｕバーン、地下鉄等で市内観光。（ホテルにて、市内観光ツアー

有れば、それに、参加。） 

５． ６月１４日（日） 列車にて、ブタペストまで。トラムまたは、地下鉄使って、Ｈｏｔｅｌ 

Ｔｈｏｍａｓへ。ホテルまたは、旅行会社で、市内観光ツアー等あれば、参加。 

６． ６月１５日（月） 午前中、市内散策。午後の列車にて、ウィーン戻り、Ｈｏｔｅｌ－Ｒｅｓ

ｕｔａｕｒａｎｎｔ Ｆｒｉｔｚ Ｍａｔａｕｓｃｈｅｋ泊まり。 

７． ６月１６日（火） 市内観光。ウィーン空港、１９：４５分発の TK１８８８便にて、イスタ

ンブールへ。２３：００時着、翌日の０：１５分発のＴK５２便にて、成田へ。 

８． ６月１７日（水）１８：３０分、成田着。 

 

 上の日程表を作成して、会社に、休暇を申請、それから、先程のカミさんへの報告、

私の部屋のドアに、張り出した。しかし、ウィーン、ブタペストは、まず、ホテルへの行

き方を、また、見て回る所も、直前の土曜日曜に、慌てて調べた。 
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○ ６月１０日（水） イスタンブールへ。 

 

 成田空港の２１時２０分発なので、通常の水曜休日のごとく、朝早く起きて、碁学、

（これは、碁のシリーズもの（約３０冊）を、碁盤に、ABC の選択問題を３、４局並べて、

考える。）英語、中国語、英語の教材のスペイン語の CD を聞いて、朝食後、小金井

の次女の奏太（かなた、３歳）の小金井公園の散歩に、カミさんは、メガロスの運動

の日で、昼は居ない。立川で昼食、昭島の市民会館で何時もの“碁”、今日も、碁敵

の K さんに、苛められた。４時近くに、自宅に戻って、旅行のパッキングといっても、

着替えの六日分を詰めただけ。今日は、成田までは、“駅探”で調べると日暮里から

の京成特急が早い。空港では、今回も、４５０ユーロに、換金した。夕飯は、途中のコ

ンビニで買ったサンドイッチ、おにぎり、野菜ジュース、ビールに、ハイボール。空港

の待合椅子で食べた。夜なので、持って来た本を読むには、ちょっと、私には、暗す

ぎるし、やることが無く、待ち時間が、長く感じた。 

 飛行機に乗り込むと、隣は、イタリアの何と、ヨーロッパ最古の大学のボローニャ大

学の学生で、経済と日本語を専攻しているとのことで、日本語も少々話す、バン君

（日本では、そう呼ばれているとのこと。バンズ、トーマソ君）とのことで、２１歳だった

か。私は、“タカシ、クリハラ”なので、“タック”（北欧での“サンキュー”）と呼んでくれ

と言ったが、お互い、呼ぶ機会は無かった。“塩野七生”は、知らないとのこと。しか

し、イタリア人なので、スコットランドとイギリスを分けた“ハドリアヌス（皇帝）・ウォー

ル”については、知っていた。しかし、皇帝の名前は、私の方が、先に思い出したが。

ボローニャ大学は、例の“フリーッドリッヒ二世皇帝”の国家作りに、ここの教授を活

用したことなども、良く知っていた。日本には、日本語の勉強も兼ねてか、良く来て

いるとのことで、泊まりは、知り合いの牧師さんのところとのこと。お陰で、時間潰し

の話が出来た。その内、お互い、ウトウトしたりしている間に、着きました。イスタンブ

ール空港、彼は、トランジットで、ローマに帰るところ。メールアドレス聞いて写真送

る約束をして別れた。 

  

（ボローニャ大学生のバン君と）        （イスタンブール空港待合） 
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 イスタンブール空港には、翌１１日（木）朝の三時半ごろ着いた。空港で、６０ユーロ

を、リラに換金した。地下鉄の駅まで、降りていったが、始発は、６時だそうで、待合

室まで戻って、喫茶店のソファーでコーヒーを飲みながら、待つことにした。 

 地下鉄が、動き出したので、地下鉄の切符を買おうとするが、これがよく分からな

い。駅員の叔父さんに聞くが、２４Ｈフリー切符は無いようだが、三回券が（当初は、

私は、これが、２４Ｈフリー切符かと勘違いしたが・・・。）、自動切符機で、１０リラだと

のことだが、２０リラ札入れると、御札が戻って来てしまう。何度か繰り返していたら、

駅員の叔父さんが、後ろから来て、戻ってきた２０リラ札を、サッと取って、ちょと、驚

いたが、事務所に行って、１０リラ札二枚と交換してくれた。１０リラ札しか使えないよ

うだ。ホテルの最寄り駅のブカキョイ駅には、直ぐ着いたが、駅で、お姉さんに聞くと、

どうも、Ｇｏｏｇｌｅの地図が、合ってなくて、彼女は、バスで行けと勧めるが、スイスで

の痛い経験があるので、タクシーで行くこととした。タクシーの運ちゃんに、英語版の

ホテルの住所見せて、値段聞くと、１０何リラとのことなので、乗った。 

 

  

（空港からの朝の地下鉄内）        （泊まったＫｕｋホテル） 

 

 ホテルには、直ぐ着いた。フロントのお兄さんは、英語が通じる。イスタンブールの

地図を貰った。今夕の泊まりなのに、フロントのお兄さんは、親切で、部屋へも案内

するし、朝飯も食べて良いとのこと。ボーイが、部屋を案内してくれたので、多いか

少ないか分からないが、５リラ札があったので、チップに上げた。イスタンブールは、

三度目なので、近郊の一日ツアーでもとも考えたが、今回は、ウィーン、ブタペスト

が、メインなので、イスタンブールは、市内を歩き回るだけとした。朝食を御馳走に

なって、早速、市内に出かけようと、フロントのお兄ちゃんに、駅まで歩いたら、遠い

かと聞いたら、６００メートルとの答えだったが、歩いて見たら、そんな距離ではなく、

軽く、２Ｋｍはあり、中々、駅までが遠かった。ゼイツンブルヌでトラムに乗り換え、ま

ず、市内を見渡せるガラタ塔に登ることとし、カラキョイ駅まで。途中のグランド・バ
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ザールの近くのベジャジット駅、トプカピ宮殿、ブルーモスクの近くのギュルハネ駅

など思い出しながら、通過した。最初は、ケーブルに乗った記憶があるが、歩いてガ

ラタ塔まで、坂を登ることとした。 

 

  

（ガラタ塔への最初の階段）    （町並みからのガラタ塔） 

 

  

（両脇お土産屋さんから）     （真下からのガラタ塔） 

 

 １４５３年だったか、一千年の都コンスタンチノープル陥落の舞台となった金角湾を

一望に見渡せるし、トプカピ宮殿、アヤ・ソフィア聖堂、ブルーモスク、ボスフォラス

海峡、ボスフォラス橋も、良く見える。このガラタ塔は、イタリアの海洋都市国家ジェ

ノバの居住区の塔でジェノバ人が立てた由。 
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（ガラタ塔からの金角湾）           （ボスフォラス海峡） 

  

（遠くトプカピ宮殿）               （ガラタ橋） 

  、 

（ガラタ橋の北の新しい橋）          （ボスフォラス海峡） 

 

 ガタラ塔を降りて、乗ったカラギョイ駅からトラムに乗ろうと、カードを改札機にタッ

チしたら、ブザーがなって乗れない。係員曰く、三回券が、切れたとのことで、このカ

ードは、フリー切符ではないことが分かった。仕方がない、歩いて、まだ、行ったこと

のない“地下宮殿”見に、ガラタ橋を渡って市内に行くこととした。 
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（遠くトプカピ宮殿、アヤ・ソフィア聖堂、ブルーモスク） （＋ガラタ橋） 

 

   

（ガラタ塔の真下の町並み）    （ガラタ塔近辺の店並み） 

 

  

（ガラタ橋からの釣り人たち）         （ガラタ橋と近くのモスク） 
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（ガラタ橋上）            （ガラタ橋とガタラ塔） 

 

 歩き疲れて、途中のレストランと言うよりお店に入ることとした。 

 

  

（入ったお店、残念ながらビールは無い） （牛肉料理とナンのようなパン（？）） 

 

 トプカピ宮殿、アヤ・ソフィア聖堂、ブルーモスクは、ちょっと覗いただけ。絨毯売り

のお兄さんが、日本語交えて話し掛けて来た。一度も行けなかった“地下宮殿”の場

所が、分からないと言ったら、案内するし、出口で待っているとの熱心さ！“我が家は

狭いので、絨毯は、要らない！”と言っても、本当に出口で待っていた。 
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（分かり難かった地下宮殿入り口）      （暗くて幻想的ではある） 

 

  

 

  

（新婚さんたちの記念写真か） 
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（観光客で賑わうアヤ・ソフィア聖堂の塔）  （ご存知、ブルー･モスク） 

 

 絨毯売りのお兄ちゃんを振り切って帰ることとした。トラム一回券は、前回２、３年前

は、２リラの記憶あるが、今回から、４リラ。地下鉄も同じ値段。私の勘違いした３回券

のカードは、１０リラで、ちょっとお徳と言うだけであった。 

 地下鉄のブカキョイ駅からは、ホテルまで、歩いて帰ることとしたが、イスタンブール

市内を歩き回った疲れもあって、歩くのも遅く結構時間が掛った。まだ、夕飯には、早

いので、ホテルの部屋で、少々昼寝。 

起き出して、ホテルの近くのレストラン（？）に、入ったが、どうも、若者達の社交の

場の喫茶店のような店に入ってしまった。“ビール”と言ったら、アルコール類は、販売

しないとのことだが、食べるものはあり、メニューの中から、サンドイッチのようなもの

を頼んで、オレンジジュースを飲みながら食べた。帰りにコンビニで、ビールとピーナ

ツ類を買ってホテルに帰って、寝酒に飲んで、直ぐダウン。 

 

  

（帰りのトラム）               （夕飯に入った喫茶店（？）） 
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○ ６月１２日（金） ウィーンへ 

 

 昨夜は、早くから寝たので、まだ、暗い内から起き出して、シャワー。次のウィーン

の回るところを整理。朝食が、７時からだったので、明るくなったら、散歩に、駅とは

反対側の方向の道路を、南へ、真っ直ぐ進んだ。途中、記念広場のようなものがあ

った。途中から、朝のお店の開店準備や、朝食を売っている店など眺めながら帰っ

て来た。  

 

  

（散歩途中のブカキョイの記念広場か） 

 

  

 （早くて、朝食の店以外は、まだ開かない） 

 

 ホテルから、ブカキョイの駅までは、リックが重いので、タクシーに乗ることとした。

最初に乗った料金と同じく位の１０何リラだったか。駅から空港までは、３、４駅で、直

ぐ着いた。飛行時間は、２時間位で、直ぐ、ウィーンに着いた感じ。空港から、市内ま

では、ＣＡＴと言う特急が走っているので、往復買った。 
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 Ｌａｎｄｓｔｒａｓｓｅ／Ｗｉｅｎ Ｍｍｉｔｔｅ駅までは、１６分とか、直ぐ着いてが。ここはしっ

かり、女性車掌さんが、チェックに来た。駅で、ウィーン･カードを買いたいが、女性

駅員の説明がよく分からない。その内、今思えば、二度目に聞いた、これも女性駅

員は、７２Ｈのフリー切符と思ったらしく、左手を進んで、Ｓ７（？）に、売っているとの

こと。“Ｓ７”は、何処ですかと、歩いているお姉ちゃんに聞いたら、階段降りたところ

と教えてくれた。何のことはない、自動切符機のあるホームのことで、７２Ｈフリー切

符を買って、Ｕ４番の地下鉄に乗り込んだ。 

ホテルの近くの駅は、Ｕ４番のヒュッテンドルフ駅と思い込んでいたが、実際は、ヒ

ュッテンドルファー・シュトラッセ駅で、Ｕ３番の地下鉄駅である。ヒュッテンドルフ駅

の売店の叔父さんは、親切に、地下鉄のマップもくれて、ここで乗り換えて、この駅

とマークまでしてくれたが、駅を間違えていたことで、気が動転したか、駅を降りて、

タクシーで行くこととした。スイスと違って、タクシー代が、そんなに高くなかったので

助かったが、ホテルは、Ｕ３番のヒュッテンドルファー・シュトラッセ駅の近くで、ホテ

ルは、その目の前であった。 

  

  

（ウィーン空港） 

 

  

（ＣＡＴの車掌さんは、直ぐ来た）      （泊まった、ホテルーレストラン Ｆｒｉｔｚ） 
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（ホテルの目の前、地下鉄駅）        （ホテルの親父さんの自慢の夕食だが、） 

 

 ホテルは、中年の叔父さんと叔母さん夫婦が、経営者のようで、叔母さんは、太って

いるが、若い時は、美人であったような、雰囲気がある。親切な夫婦のようで、何かと

教えてくれるし、夫婦とも、英語が通じる。ブタペストに、あさって、行きたいと言ったら、

地下鉄の三つ先のＷｅｓｔｂａｎｈｏｆ（ウィーン西駅）で、売っていると教えてくれた。また、

地下鉄の切符は、駅のボックスで、乗る前に、打刻するのも教えてくれた。それで、私

は、初めて、ホテルからの地下鉄駅で、打刻した。それから、７２Ｈ有効になるとのこと。

（しかし、ブタペストから帰っても、２４Ｈ切符を買って、ウィーンの地下鉄を利用したが、

一度も、車掌のチェックは、受けなかった。まあ、ただ乗りが出来てしまうことは、分か

ったが、ウィーンでは、誰もそんなことはしないのであろう。その点、ブタペストでは、

地下鉄に乗る際、必ず、何故か、二、三名の駅員が、改札で、チェックしていた。） 

 地下鉄で、早速、ウィーン西駅に行って、ブタペストの往復切符を買って来た。行き

は、１４日（日）の１１：４８分発で、ブタペストには、１４：０６分着。帰りは、１５日（月）ブ

タペストを１５：１８分発、ウィーン西駅、１８：１２分着。ユーロが、足りなくなるといけな

いので、カードで買った。ホテルに戻って、夕飯は、何時からかと、叔母さんに聞いた

ら、１７：３０分からとのこと、部屋で、ちょっと休んで、叔父さんに、お奨めの料理を御

願いして、出てきたのが、写真の肉料理。叔父さんには、悪いが、残念ながら、私の

口には、今一。一応、“グッド！”とは答えておいたが・・・。ビールも飲んで、十七ユー

ロ弱だったので、会計のお姉ちゃんには、“ノーチェンジ”と二十ユーロ札渡した。 

 まだ、夜は、早いが、時差ぼけも有ってか、直ぐにダウン。 

 

○ ６月１３日（土） ウィーン市内観光 

 

 当然、朝は、早いうちから起き出した。このホテルも、安ホテルであるので、トイレと

シャワーは、別室。朝早いので、誰も、寝ているようで、ゆっくり、シャワーが、使える。

（今考えると、土曜日だからだろうか、経営者の夫婦は、今日は、休みのようで、朝の



 

14 

 

レストランも、夕方も、鶏肉料理でも頼もうかと、帰ってきたら、別のお兄ちゃんが、フ

ロント・マンで、レストランは、休みだった。） 

 朝のレストランには、別の叔母さんが居て、“シュプレッヒ、イングレス？（英語、話

せますか？）と聞くと、“リトル”とのことだったが、テーブルのパンとジャム、バター、ハ

ムチーズ、卵焼きの他に、オレンジジュースとコーヒーを持って来てくれた。昼飯が、

遅くて良いように、たっぷり食べた。 

 王宮には、Ｕ３ラインを一本で行けたが、わざわざ乗り換えて、別の駅で降りてしま

った。降りた駅で、通りがかった叔母ちゃんに聞いたら、この駅では、無いこと分かり、

一つ先だけであったので、また、戻ったりした。ドイツ語の駅名は、中々、似ていて覚

え難い。Ｓｔｅｐｈａｎｓｐｌ駅が、王宮の近くの地下鉄駅名。降りると、直ぐに、シュテファ

ン寺院が、聳えていた。 

  

（地下鉄から出ると直ぐに聳えていたシュテファン寺院） 

 

 最初、直ぐに王宮目指したが、反対方向に、進んでしまって、途中で、中年のおじさ

んに聞いて、途中まで一緒に、連れてきてもらって、分かった。 

 

  
（この先、左折教わった）           （王宮のドームが見えてきた） 
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（朝が早いので、王宮前の広場は、まだ、観光客は、少ない） 

 

  

（ドーム）                      （王宮） 

 

  

（王宮を守る二対の像？） 
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 王宮は広く、更に進むと、トラムも走る道路を横切った先に、オーストラリアを強国に

すべく、数々の改革を行ったといわれるマリア･テレジア女帝の銅像と美術史博物館

と自然史博物館があったが、朝が早くて、開館は、１０時からとのことで、入らなかった。 

 

  
（自然史博物館）               （マリア･テレジア像と美術史博物館） 

 

  

（マリア・テレジア像） 

 

 王宮の近くに、モーツアルトの像が有るとのことで、探したが、中々、分からなかった

が、王宮の裏側と言ったようなところに、あった。 
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（苦労して探し当てた“モーツアルト像”） 

 

 王宮を後にして、王宮の“宝物展”は、開いていたが、何故か入る気にならず、シュ

テファン寺院に、戻って、“３８４階段の塔”に、登ることが出来るとのことで、登ること

にしたが、中国の“黄山”（頂上まで、半日は掛ったか）の登った経験から、何でもなか

ろうと思ったのが、運の尽きで、正に、“年寄りの冷や水”。途中で、何度か悔やんだ

が、後の祭り。それでも何とか登り切った。頂上の小部屋が、一瞬、天国に思えた。上

で、休んでいると、日本のサラリ－マンの中年のおじさんが、背中のワイシャツまで、

汗だくだくで、登ってきたので、“失敗だったでしょう！”と聞くと、力なく、”ええ“と答え

ていた。仕事での出張での観光とのこと。 

 

  

（登れる３８４階段の塔） 
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（この狭い階段が、ぐるぐると延々と続く） 

 

  

（頂上の小部屋が、天国に思えた） 

 

  

（小部屋からのウィーンの街並み） 
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 シュテファン寺院の近くに、Ｆｇｌｍｕｌｅｒというレストランの舌を噛みそうな、“ヴィーナ

ーシュニッツエル”の名物料理が、有名とガイドブックに有ったので、寺院の近くで、何

度か聞いて、最後に、女性お巡りさんに聞いて探し当てた。まだ、１１時過ぎで、私が、

最初の客くらいで、待つことも無く、紙に書いたこの料理を、舌を噛みそうになりながら、

中年の叔父さんウェイターに、注文した。最初、ビールと言ったら、当店には、ビール

はありませんとのことで、ワインは、白ワインが良いと勧めるので白ワインを注文した。

確かに、白ワインとこの肉料理は、合っていて、美味しかったが、食べることには、自

信のある私でも、全部は、食べ切れなかった。しかし、ワインは、グラス・ボトルで来た

ものを、全部を飲み切ったので、階段登りの疲れも有って、少々、酔っ払ったか。 

しかし、これも、旅の楽しみの一つではあろう。 
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（レストラン“Ｆｉｇｌｍｉｌｅｒ”内部） （名物料理“ヴィーナーシュニッツェル”） 

 

 少々、レストランも、昼食前で、空いていたので、食休みして、シュテファン寺院内部

を見ていないので、入ることにした。パリのノートルダム寺院での経験を生かして、

（寺院内で、中年の叔父さんに、帽子を脱ぐよう注意されてしまった。）帽子は脱いで

手に持って入ったが、ここでは、写真にもあるように、帽子を被っている人も居た。 

 

  

                    （シュテファン寺院内部） 
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 さて、次は、ウィーンは、音楽家の都でもあるので、有名な音楽家の像の沢山ある

公園に行くこととした。その公園の近くの地下鉄駅は、“Ｓｔａｄｔｐａｒｋ”駅、Ｕ４ラインの

駅である。地下鉄は、完全に慣れてきて、間違えずに乗り換えて行った。降りた駅の

近くの公園に、殆どの像はあったが、“ベート－ベン像“だけは、少々、離れたところに

有って、探し当てるのに少々時間が掛った。 

 

  

（ヨハン・シュトラウス像）     （ブルックナー像） 
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（ハンス・マーカルト像）     （アメリング像） 

 

  

（シューベルト像）         （シンドラー像） 

 

   

（公園の花も、満開）              （有りました、ベートーベン像） 
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 ベートーベン像は、公園とは、少し離れた通りを渡った広場にあった。木陰が涼しく、

木陰のベンチで、少々、歩き疲れたので、学校帰りの中国人の子供達と付き添いの

お母さんたちが、帰ってきたのか、何人も、近くのアパートに、入って行くのを、のんび

り眺めながら、しばらく寝転んで休んだ。 

午後は、まだ早いので、帰りの最後の日にと思っていた“シェーンブルン宮殿”は、

Ｕ４ラインのシェーンブルン駅の近くなので、地下鉄で行くことにした。宮殿は、駅から

は、歩いて、十五、六分くらいのところに有った、駅からは、観光客が、ぞろぞろ、歩い

て行くので迷うことは無い。宮殿の広場は、相当に広い。 

 

  

（シェーンブルン宮殿） 

 

  

 

 シェーンブルン宮殿内へは、日本語の携帯ガイドイヤホンを借りて、見て回ったが、

流石の部屋々々であるが、残念ながら、写真撮影禁止で、皇帝フランツ・ヨゼフ一世

の執務室、マリー･アントワネットの部屋、鏡の間、子供部屋、モーツアルトの演奏した

部屋、また、ナポレオン戦争後のメッテルニヒ外相による“会議は踊るの”ウィーン会

議の会議場などは、写真をお見せできないのが、残念である。ケネディとフルシチョフ

の会談も、１９６１年、この宮殿で行われた由。しかし、会談後は、ベルリンの壁の危機、
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キューバ危機と続いたが。また、イスラムのウィーン包囲の際は、一部破壊されたと

のこと。私は、そのイスラム・トルコの旧首都イスタンブールから、一昨日来たのでは

あるが、ちょっと感慨深いものを感じた。宮殿の南側は、庭園が広がり、これまた、相

当に広い。奥に、ネプチューンの泉、高台に“グロリエッテ”白い門が見える。 

 

  

（宮殿南側の庭園への途中のバラ園）   （庭園） 

   

（庭園、中央、ネプチューンの泉、高台、グロリエッテ）  （宮殿裏側） 

 

  
  （グロリエッテ）                 （ネプチューンの泉） 
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（帰る際の庭園）                 （正面広場での新婚さんの写真撮影か） 

 

 帰り際、宮殿正面広場で、中東系の新婚さんの写真撮影など行われていた。宮殿

の周りの道路は、広く、日本からの観光客の観光バスなども停まっていて、日本人ガ

イドさんが、宮殿から帰ってくる日本人客を待っていた。他の国からの観光バスも、何

台も道路脇に停まって、観光客の帰りを待っていた。私は、地下鉄駅まで、戻って、ホ

テルに戻ることにした。 

 今夜は、鶏肉料理でも頼もうかと、ホテルに帰ってきたが、今日は、土曜日なので、

経営者夫妻は、休みのようで、フロントは、若いお兄ちゃんが、居て、レストランは、休

みで、ホテルの右側の通りには、イタリアン・レストラン、左側は、中華レストランがあ

ると教えてくれた。久し振りに、今日は、中華料理でもと思って、左側の通りを進んだ

が、見当たらないので、イタリアンにしようと戻った。直ぐに、イタリアンかどうかは分か

らなかったが、客の沢山入っているレストランがあったので入った。ビールと野菜サラ

ダと鶏肉料理を頼んだ。まあ、大衆レストランのようで、安くて美味しかった。ホテル

に戻って、今日も早くから、夜も、結構暑く、窓は、少々開けてベッドにもぐりこんだ。 

 

○ ６月１４日（日） ブタペストへ 

 

 当然、朝は、暗い内から起き出した。ブタペストの地図を広げて、回るところをリスト

アップ。まあ、欲張っても、一日では、当然、見過ごすところは、仕方がなかろうかと、

最近は、『また来るさ！』（多分、殆ど、無いかもしれないが・・・）位の軽い気持ちの旅

行になって来た。しかし、明日は、月曜で、休館のところが無いかチェックしたら、国立

博物館が休館なので、今日中に、見に行かねばならない。後は、概ね、月曜でも開い

ているようだ。朝のレストランは、昨日の叔母さん。今日も、オレンジジュースとコーヒ

ーを持って来て貰った。当然、昼が遅くていいように、たっぷり食べた。 

 ブタペストまでの列車は、昼近くなので、今日も、王宮に行って、宝物展を見に行く

こととした。 
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（日曜の朝のシュテファン寺院） 

  

 

  
 

 王宮広場の前のベンチで休んでいたら、カナダのお姉ちゃんの写真を撮ってあげた

お返しに、写真を撮って貰った。 
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（宝物展入り口） 
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  宝物展を出ても、まだ、時間が有ったので、自然史博物館まで行って見たが、まあ、

ロンドン、ニューヨークの自然史博物館には、適わないだろうと、止めにしたて、自然

史博物館と近くのマリア･テレジア像の写真を撮って、ウィーン西駅（Ｗｅｓｔｂａｈｏｆ）に、

戻ることとした。 

 

   
（自然史博物館）         （マリア･テレジア像） 

 

  

 

 日曜日でもあるからだろうか、馬車に乗った観光客が、王宮前の広場、王宮近くの

通りを闊歩していた。 

  

 列車のプラットホームは、やはり、ディスプレイに表示されるまで、決まっていない。

３０分位前に、表示されて乗り込んだが、私の座席には、叔母ちゃん達が、既に、占拠

している。私以外の人も、ダブルブッキングのようだ。車掌も来ないし、空いている席

に座って行くこととした。国をまたがる列車の為に、列車座席のデーターベースが、統

一化されていないのだろうか？ 余りにも、イージーなミスのようだが・・・。 
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（ブタペストまでの列車内）         （お昼に食べたハンバーグだったかとビール） 

 

 ブタペストは、東駅（“Ｋｅｌｅｔｅ ｐｕ．”）に着いた。直ぐに、まずは、１００ユーロを、フ

ォリントに換金した。インフォーメーションセンターで、ブタペスト・カード（地下鉄、バ

ス等２４Ｈフリーで、博物館等も入れる）を、クレジットで買った。ホテルまでは、地下

鉄で、ホテルの近くの“Ｃｏｒｖｉｎ－ｒｅｇｙｅｄ”駅で降りて、こちらは、Ｇｏｏｇｌｅマップが、

分かり易く迷うと無く着いた。 

 

  

（ブタペストの地下鉄車内）         （泊まったＨｏｔｅｌ Ｔｈｏｍａｓ） 

 

 ホテルに着くと、直ぐに、まずは、国立博物館に行くこととした。地下鉄は、隣の駅で、

駅を出ると国立博物館は、直ぐ分かった。ここは、ブタペスト･カードで入れた。入ると

直ぐのホールで、合唱を皆で聞いている。合唱披露場としても、博物館を使うのだろう

か。この辺は、写真を撮るのを忘れたが、帰りの公園の広場で、夕刻、フォークダンス

を楽しむ若い男女のグループがいたり、元共産社会の名残りであろうか。 
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（国立博物館）                 （入った直ぐのホールで合唱会か） 

 

  

 

  
 

 展示物を、詳細に、読んだりした訳ではないが、全体的に、ハンガリーの人々のル

ーツは、中央アジアからの騎馬民族であると展示してあるようだ。 

 



 

34 
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 博物館を出る際も、合唱会は、行われていた。 

さて、次はと、地下鉄乗り継いで、ドナウ川に掛かる有名な“くさり橋”に行くこととした。 

地下鉄降りて、くさり橋への途中に、公園の広場あり、大きな観覧車があったのでブタ

ペストの街を概観出来るかもしれないと乗って見た。 

 

  

（“くさり橋”への近くの地下鉄降りた通り）   （途中の公園広場） 
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 （観覧車からの街並み）          （“くさり橋”も、近くに見える） 

 

  

                   （聖イシュットバーン大聖堂） 

 

  
（ブタペストの街並み）            （王宮のドームも見える） 

 

 一回で、大体見終わったので降りたかったが、何と、三回転も、見せられた。 
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                                     （乗った観覧車） 

 

 観覧車から見えたので、“くさり橋”は、直分かった。 

 

  

（くさり橋）                   （ドナウ川の遊覧船） 

 

  

（王宮も近くに見える）            （“青き”ドナウではないが、・・・・） 



 

41 

 

  

 

  

（丘の上、王宮）                （流石、ドナウの真珠と言われる訳か） 
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 相当、歩き回ったので、今日は、“くさり橋”を見ただけで、ホテルに帰ることとした。

ホテルと、隣のレストランは、ドアで繋がっていたが、気付かず、外出と鍵を預けて、

隣のレストランへ入った。レストランのお兄さんシェフは、英語が旨く、日本のことも良

く知っていた。写真のような、チッキンサラダを頼んだが、大盛りで、ビールと、この料

理だけでお腹一杯になり、部屋にも戻って、何時ものように、早い就寝。 

 

○ ６月１５日（月） ブタペスト市内観光、ウィーン戻り 

 

 朝は当然早くから起き出して、今日見て回るコースを整理。朝食は、私の部屋の２

階からドアで、行ける昨夜のレストランで。ビュッフェ方式で、何時ものように、お昼が

遅くなっても良いように、たっぷり食べる。一泊だけのナップサックなので、チェックア

ウトして出かけた。 地下鉄で、Ｍ１ラインの“Ｈｏｓｏｋ ｔｅｒｅ”駅おりると、直ぐに、建国

千年記念碑の塔が、建っている“英雄広場”へ。隣は、現代美術館だったが、朝が早く

て、まだ開いていなかった。 次は、Ｍ２ラインの“Ｋｏｓｓｕｔｈ Ｌａｊｏｓ ｔｅｒ”駅で降り

て、“国会議事堂”へ。 

 

  

（英雄広場）                   （現代美術館） 
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（国会議事堂）                （隣が、民族博物館だったが、見忘れた） 

 

   

（丁度、衛兵の交代式） 

 

 次いで、近くの王宮行きのバス停のある同じくＭ２ラインの“Ｓｚｅｌｌ Ｋａｉｍａｎ ｔｅｒ”

駅へ。バスは、Ｎｏ１６，１６Ａ，１１６を利用するとガイドブックにあり、うまい具合にとい

うより、多分、殆どのバスが、“王宮”と“マーチャーシュ教会”行きだったのだろが、待

っていた、Ｎｏ１６のバスに乗り、最初に、王宮に行って、帰りに、教会寄って帰ること

にした。王宮の前なのだろう、皆が降りるので、私も降りた。ここは、皆について行け

ば、王宮へ自動的に着く。学校の先生と生徒達のグループも居る。先生が、木下に、

生徒を集めて、芝生の上に座らせて、まずは、王宮の歴史でも、教えるのだろうか。

私は、先を急いだ。 

 



 

44 

 

  

（王宮への入り口） 

 

  

（王宮の丘の上からの“くさり橋”）      （ドナウ川と聖イシュットバーン聖堂） 

 

  

（王宮） 
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（王宮の裏庭？）         
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 王宮からの帰る際も、丁度、衛兵の交代式のようであった。 

次の、“マーチャーシュ教会”へは、バスに乗るまでもないと歩いていった。 

 

  
（マーチャーシュ教会） 
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                         （教会からのドナウ川） 

 

  

 

 教会内に入るのは、ここだけは、ブタペスト・カードでは、入れず、別料金を払って入

った。 
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 帰りは、教会の近くのバス停から、来た地下鉄駅まで戻った。地下鉄は、もう乗り慣

れて、次は、“聖イシュトバーン大聖堂”へ行くべく、地下鉄乗り換えてＭ１の“Ｂａｊｃｓｙ

－Ｚａｓｉｌｉｎｓｚｋｙ ｕｔ”駅へ。大通りからも見えるので、迷うことは、無く着いた。 

 この聖堂内への入室も、ブタペスト･カードで入れた。 

 

  
（聖インシュトバァーン大聖堂） 
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 次いで、昼近くになったので、ここは、伝統的なハンガリー料理を食べに、Ｍ２ライン

の“Ｋａｌｉｖｉｎ ｔｅｒ”駅の近くの“カールパティア”という店に、行くこととした。時間が早く、

私が一番乗りくらいで入った。その後、団体客が、大勢奥に入っていった。 

 

  
（まずは、ビールとスープから）（次、赤ワインと伝統料理のランチ） 

 

 丁度、食事中の時間だけ、にわか雨が降ったが、ビールと赤ワインが効いて、良い

気分で、レストランを出る頃には、太陽が輝いて、暑いくらいであった。もう、何処にも

行く気になれず、地下鉄で、まだ、早かったが、ブタペスト駅に。 

 

   

（レストラン内）                （ブタペスト駅） 

 

 ブタペスト駅で、椅子に座って、ハンガリーの人達の流れを見ながら、時間を潰した。 

帰りの列車は、私の座席は、チャンと有った、この列車の座席の横の表示板には、座

る人の行き先が、表示されていて、私の右隣は、私と同じくウィーンの“Ｗｅｓｔｂａｈｎｈ

ｏｆ”行きの人なので、この列車は、国際列車で、ドイツのミュンヘンまで行くので、降り

る際助かる。金髪のお兄ちゃんが、乗ってきた。途中で、“シュプレッヒ、イングレス？”
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と聞くと、“イエス”だったかの答えで、しばらく雑談してから、"寝ていたら、降りる際起

こしてください。“と頼んだ。これで、間違ってミュンヘンまで行くことは無くなって、安

心して列車に揺られてウトウト出来た。列車は、ウィーンでは、三回も停まり、最後の 

”Ｗｅｓｔｂａｈｎｈｏｆ“で一緒に降りて、”ダンケ、アウフビダーゼーエン“と駅で別れた。 

 ホテルに戻ると、経営者夫妻が、居たので、“ウィーンの皆さんが良く食べる夕飯を

作ってください。”と叔父さんに、今回は頼んだが、ビールは、当然美味しかったが、今

回も、私には、今一の料理だった・・・。 

 

○ ６月１６日（火）ウィーン市内観光、帰国（イスタンブ-ル、成田へ） 

 

 朝は、経営者の叔母さんに、チェックアウト、午後、荷物を取りに戻るとリックを預け

て、今日は、トルコ軍から、ウィーンを救った英雄としてたたえられたブリンツ・オイゲ

ン公の夏の離宮として建てられた“ベリヴェデーレ宮殿”に行くこととした。Ｕ４ラインの

“Ｋａｒｓｐｌａｚ”駅から、トラムＤで“Ｓｃｈｏｌｏｓｓ Ｂｅｌｖｅｄｅｒｅ”下車。宮殿は、直分かっ

たが、朝が早くて、宮殿は、まだ開いていなかった。しばらく庭を散歩して、時間を潰し

て、開くのを待った。開いた切符売り場には、日本の叔母ちゃん三人組みがいたので

上宮、下宮の意味、６５歳以上は、割引になる等教わって助かった。 

 

  

（待つ間の宮殿の写真） 

  

                        （橙色の屋根、下宮） 
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                         （橙色の屋根、下宮） 

 

  

 

  

（宮殿内、写真禁止、気付かず撮った貴重な写真） 
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（下宮への途中から） 

 

  
                          （下宮へ） 

 

  

                   （下宮も写真禁止だったが・・・つい） 

 

 叔母ちゃん、三人組みは、上宮のみであったのに、帰りのトラム乗り場でまた会った。 

地下鉄駅で、“気をつけて！”と別れた。 
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 朝が早かったので、ホテルに戻るには、まだ、時間が大分有ったので、また、王宮に

行って見た。また、昼飯は、Ｕ３ラインの“Ｓｔｕｂｅｎｔｅｒ”駅近くの“Ｐｌａｃｈｕｔｔａ”でウィー

ンの名物料理『ターフェルシュピッツ』と白ワインと決めた。 

  

（シュテファン寺院）     （王宮への通り） 

 

  
（王宮前への広場）               （レストラン“Ｐｌａｃｈｕｔｔａ店内） 

 

  
（最初は、ビールとスープ） （白ワインと牛肉料理の“ターフェルシュピッツ”） 
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 レストランに、入る際は、変なアジア人（？）と見えたのか、ツッケンドンな感じのお

姉ちゃん女給も、チップが効いたか、帰る際は、笑顔で先導して、ドアを開けて送り出

してくれた・・・。現金なものである。 

 ホテルに、荷物を取りに戻ったら、経営者夫妻は、留守で、朝食の際の叔母ちゃん

がフロントに居たので、“夫妻によろしく伝えてください。”と言ってホテルを後にした。 

ホテルの近くの駅からは、Ｕ３ラインで、直通で、Ｌａｎｄｓｔｒａｓｓ／Ｗｉｅｎ Ｍｉｔｔｅ駅で降

りて、ＣＡＴに乗ると、ウィーン空港には、直ぐ着いた。 

 空港では、中国人で、ごった返す、チェックインの列に、（中国の人達は、列を勝手

に入れ替わって、列を乱す）どうなっているか聞いた際の“ジョージア”（ロシア名グル

ジア）のデビッドさんと話すことになり、多分、今思うと、彼は、ジョージアのトヨタ社に、

勤めており、日本にも、住んでいたこともあり、日本人の私と話したかったらしいが・・・。

彼は、英語も得意で、オーストリアの青年とも（バリ島に、友達の結婚式に行く為、

我々と同じ、イスタンブール行きの飛行機）直ぐ友達になり、三人で、ゲート近くのレス

トランで、雑談していたら、我々の飛行機は、一時間以上、遅れるとのこと。（私は、気

付かなかったが、二人は、気付いて教えてくれた。）デビットさん曰く、最初、英語では、

理由が、よく飲み込めなかったら、日本語でも話してくれて、イスタンブールでは、成

田行きは、時刻どおり、出発してしまうので、彼が、私の為に（多分彼も）、航空会社と

交渉して、明日は、同じ便で、成田へ、エコノミークラスは、満席なので、ビジネスクラ

スで帰れることが出来るとのこと。ホテルへも、タクシーで迎えに来てくれるとの親切

な話。それはありがたいが、私は、多分、イスタンブールでは、成田行きも同じトルコ

航空なので、待っていてくれるのではと話したら、国際線は、そうはならないとの話だ

ったが、一瞬、ビジネスクラスに、乗って帰るのも、良かろうかとも思ったが、結局、イ

スタンブールでは、成田行きも、一時間近く遅れて出発したので、無事、成田には、戻

ることが出来た。イスタンブールの空港では、デビットさんは、成田へのトランジットの

乗り場を途中待っていて、教えてくれた。大変お世話になり助かった。 

 

  
（ウィーン空港）               （ジョージアのデビットさんと） 
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○ エピローグ 

 

 ジョ－ジアのデビットさんには、そのまま縮小しない写真を添付して、直ぐに、お礼

のメールをしたが、返事が無い。写真が大きいので、迷惑メールとされたかと、その後

も、縮小した写真を添付してメールしたが、未だ、返事が無いので、届いたのかどうか

不明。イタリアのバン君には、縮小した写真を添付してメールしたら、こちらは直ぐに、

驚きの（？）お礼のメールの返事があった。 

 今回のイスタンブール、ウィーン、ブタペストは、航空券が安いので、この三都市へ

の訪問となったのではあるが、何年か前に（最初に、イスタンブールへ旅行の前だっ

たか）読んだ、塩野七生の“コンスタンチノープル陥落”での印象が、思い出された。

一つ目は、ビザンチン帝国の千年の都の不落の理由の“コンスタンチノープルの三重

の城壁”を誇っていたが、最初は、ビザンチンの皇帝に、売り込みに行ったが、断られ、

次に、オスマントルコのマホメッド二世に、売り込みに行って、採用され、遂には、“三

重の城壁”も破壊され、陥落の切掛けとなったのが、ハンガリー（ブタペスト）の大砲

技術者の大型大砲。二つ目は、このコンスタンチノープルが、オスマントルコの首都

の“イスタンブール”と改名された。三つ目が、コンスタンチノープル陥落以降、ヨーロ

ッパへのオスマントルコの侵略が、進行し、遠く、“ウィーン包囲”まで、拡大した。 

かのウィーンの“シェーンブルン宮殿”も、オスマントルコ軍に一部破壊されたとの

話で、この三つの都市の話が、繋がった。 

 

                              中年からの海外旅行 第二十八章完 

 


